








  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



旧函館区公会堂位置図

旧函館区公会堂配置図



本館図面（平面図）



本館図面（立面図）



本館図面（断面図）



附属棟図面
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柱など木部の腐朽

漆喰の汚損・割損
床材の破損

柱の捻れ

天井面の垂下

②構造的特性による変形

③使用による経年劣化
①風雨等による経年劣化

①風雨等による経年劣化 ②構造的特性による変形 ③使用による経年劣化

取付き箇所からの雨漏り
雨

潮風

金具の劣化

雨漏り ( 本館　小屋組 )

柱頭の腐朽 ( 本館　西側車寄せ )

窓台の腐朽 ( 本館　東面 )

漆喰の汚損・割損 (本館１階　予備室 )

天井の垂下 ( 本館２階　大広間 )

床の不陸 ( 本館２階　廊下 )

補強柱 ( 本館　西側車寄せ )

補強柱(左:本館　突出部　右:渡廊下)

リノリウムの破損（本館１階　会議所役員室 )

塩ビシートの浮き ( 本館２階　演壇 )

建具金物のずれ (本館１階　会議所役員室 )

当初の床面

当初の桁高

現在の床面

現在の桁高
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②【東門】　
昭和 37年の新築。当初は石垣の耳石が現在よりも内側
にあったが、おそらく車両通行用に門の幅が当初より拡
幅されたため、それとともに耳石が移動された(写真右)。
史料から、大正期には石造で鉄扉付の門であったことが
分かる。　

①【正門】( 門柱のみ伝統的建造物 [ 工作物 ])
石造門柱は建設当初のものと思われる。当初は門柱が
本建っていたが ( 写真右 )、史料から昭和 37年に内側の
２本が撤去されたことが分かる。鋳鉄製の門扉もこの時
に設置されたものと思われる。

④【石垣 (正面 )】( 伝統的建造物 [ 環境物件 ])
切石積で、正面から東西の門柱まで廻り込む。史料に「外
廻堤上に多行松植付」とあり、多行松は明治行啓時に植
えられたことが分かる。各部に雨染みが見られ、一部に
はツタが覆っている。西側の隅付近では大きく孕んでい
る箇所がある ( 写真右 )。

【航空写真 (1976 年 / 国土地理院 )】

③【西門】　
東門と同じ意匠の門柱に木製の門扉が取付く。年代は不
明だが、東門と同じく昭和 37年の新築と考えられる。
また、史料から大正期には石造で鉄扉付の門であったこ
とが分かる。

⑥【石垣 (背面 )】　
本館突出部背面側の法面。正面側の石垣とは仕上げが異
なる。石垣の中央付近は大きく乱れ、南側斜面の土砂や
雨水の影響と思われる。斜面は土質が柔らかく、土砂が
流れやすい。また斜面をコンクリートで覆っていた痕跡
がある ( 写真右 )。

⑤【庭園】
斜面地を造成。明治行啓時の記録には｢庭園の築造等｣と
ある。周辺と植生が異なり景石を配置している。正面の
函館湾に対し、函館山側の景観を意識したものか。

⑦【失われた建造物】
当初敷地内に建っていたはずの建造物のうち、本館と附
属棟以外は昭和修理前に取り壊されている。現在のポン
プ室周辺には、職務住宅と便所が建っていた。

職務住宅 便所
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本館 バリアフリー用動線
・舗装材の敷設の検討
・本館へのスロープ設置

庭園

附属棟ポンプ室東門

西門

正門
石垣（正面）

石垣（正面）

石垣（背面）

物置

　　　保存区域
　　　保全区域
　　　整備区域
　　　重要文化財

将来的な公開
・剪定や伐採を含めた
   樹木の手入れ

管理用動線
・舗装材の敷設の検討
・防災設備の更新

見学者用動線
・ロードヒーティング
　設備の設置
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本館

庭園

附属棟ポンプ室東門

西門

正門 石垣（正面）石垣（正面）

物置

　　　保存建造物　　
　　　保全建造物　
　　　その他の建造物
　　　重要文化財

　
石垣（背面）
・修理
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１．営業時間内等　（9:00～ 17:30）

消火班

通報・連絡班

避難誘導班

救護班

自
衛
消
防
隊
長
館
長

副
隊
長

119 番・財団事務局へ通報

通報・連絡班
119番・財団事務局へ通報出火場所の把握、

消火器・屋内放水銃での消火

消火班
出火場所の把握、
消火器・屋内放水銃での消火

避難口から元町公園へ誘導

２．人員が少ない時間帯　（17:30～ 19:00）

※最小２名で実施

自
衛
消
防
隊
長
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■内部
・自火報は天井裏など各部に配置
・消火器は各所に設置

［それ以外に設置されているもの］

■外部
・避雷針
・ポンプ小屋、貯水槽

屋内消火栓
・警報装置

屋内消火栓
・警報装置

屋内消火栓
・警報装置

火災受信機・
消火ポンプ制御盤等

屋内消火栓
・警報装置

放水銃

放水銃

ライトアップ用照明ライトアップ用照明

放水銃
外灯外灯

避難梯子 避難梯子

放水銃

放水銃

46



47



 

   

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

   

  
 

 

    
(

)
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
   

   
 

    

 
 

48



49



50



51



52



53



54



55



56



57



58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70



71



72



73



74



75



76



77



78



79



80



81



82



83



84



85



86



87



88



89



90



91



92



93



94



95



96



97



98



99



100



101



102



103



104



105



106



107



108



109



110



111



112



113



114



115



116



117



118



119



120



121



122



123



124



125



126



127



128



129



130



131



132



133



134



135



136



137



138



139



140



141



142



143



144



145



146

著作権保護のため非表示
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著作権保護のため非表示
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